
 

 

 

  
 
今から 800 年の昔、国を二分する源平の

総決戦で敗れた平家は、壇ノ浦から散り

散りに、人目を忍んで隠れ住んだ里が

300 箇所以上あると謂われております。 
北関東は、鬼怒川の上支流である湯西川

の険阻な山間に一族が落ち延び、或る雪

の日に狩りに出た私どもの初代が、川岸

に湯煙が昇るのを見て温泉の発見をした

のが湯西川の由来で、その後、幾百星霜

を経てその場所に湯治宿として開業し

341 年を数えております。 
 

 

 
 
 
 
 

魚影の見える清流、四季の山並みの美し

さ、山菜の豊富な秘境として、また都心

からは 3 時間の距離にあり、川岸にそっ

て溢れる温泉はどれだけの旅人の心と身

体を慰めた事でしょう。 
 本館から囲炉裏を囲む隠れ館へは湯西

川の流れを眼下に、日本の三大奇橋の一

つ阿波国の祖谷のかずら橋を現地と同様

に白くち蔓で再現したかずら橋が懸かり、

落人の知恵が沁みじみと感じられます。

原木だけで建てられた館には、赤々と炭

火が燃えて山川の幸が焼かれ、そこはも

う別世界、竹酒やにごり酒に酔える羽化

登仙の時が過ごせます。 
そして春は先祖伝承の雛祝いが大広間に

大規模に飾られ、女子を大事にした節句

の歳事の幕開けです。夏は、竹の宵まつ

りで幾千の夢の灯りが煌めきます。秋の

紅葉は栃木県で随一と言われる山並みが 
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続きます。そして冬、当館の対岸の創造される巨大な氷爆の七彩の神秘な世界、その

氷の舞台では、日により様々な芸能が演出されます。 
 一年中楽しみの多い湯西川でこのたびＩＳＯ１４００１の地球温暖化の防止や資源

保護等の諸問題に取り組む最終段階にあります。グループでの取得は全国でも三番目

です。 
 地域全体で頑張っております。旅行者が身も心も蘇る宿としての信念を持って商っ

て参ります。 
 

 
竹の宵まつり 

09 年 7 月 7 日（火）～7 月 31 日（金）開催予定 

七夕をロマン化した「竹の宵まつり」が平成１６

年から始まりました。温泉街の約７００ｍの店先

に、竹を切り中にろうそくや電球を入れた竹灯ろ

うが夏の夜の温泉街を照らします。湯西川温泉の

湯平地区の商店や食堂が協力して夏の新たな魅

力づくりとなっています。 
 街灯が消されるとろうそくに火が灯されます。

闇夜の中竹の切り口に明かりが揺れる光景は幻

想的です。店先には短冊とサインペンを用意して

いますので、願い事を綴り枝に下げて下さい。期

間中、各商店や食堂では「ちょこっとサービス」

を実施します。 
また、週末などは湯西川湯平商店街中心部の特設

会場で平家琵琶の演奏を予定しています。 

 
紅葉の季節の湯西川温泉 

 
氷爆祭り 
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